
令和２年度におけるＲＰＡの取組状況について

１ 取組の目的

坂井市においては、市職員の「働き方改革」に向け、そのツールとなりう

るＲＰＡ（ロボティック・プロセス・オートメーション）が持つ機能に着目

し、令和元年度においてトライアル版（１ヶ月間ライセンス無料）を使用し

て、一部業務の自動化シナリオを作成したほか、第三次行政改革大綱実施計

画に追加し、取組みを進めてきました。

令和２年度においては、坂井市も構成市の一つとなっている、「ふくい嶺

北連携中枢都市圏」においてＲＰＡの共同研究を進めることとなり、他市の

取組内容も参考にしながら、次年度以降の導入業務の拡大に取り組んでいく

ところです。
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２ ＲＰＡ・ＡＩ－ＯＣＲとは

 ＲＰＡは、人がパソコンで行う様々な操作を「ソフトウェア・ロボット」

として「作成／記録」⇒「実行」させることで、煩雑な入力操作や大量

データを扱う繰り返し処理などを、代行（自動化）させることができる

ツールです。

 別添「参考資料１及び参考資料２」参照
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 ＡＩ－ＯＣＲは、紙に印刷された文字をスキャンすることで文字をデータ

に変換するＯＣＲに、ＡＩ技術が組み込まれたもので、通常のＯＣＲに比

べ高精度でデジタルの文字データに変換できるツールです。



３－１ ＲＰＡ導入の成果①
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３－２ ＲＰＡ導入の成果 ①
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３－３ ＲＰＡ導入の成果 ②
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３－４ ＲＰＡ導入の成果 ②
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 シナリオ作成に時間・労力がかかる

⇒削減時間以上に、シナリオ作成に時間がかかる場合がある
⇒そもそも通常業務が忙しく、シナリオを作成する時間がない

 処理するものがデータ化されている前提があり、今まで紙ベースで運用して
いたものを、データ化する必要がある

（例）請求書の内容を手打ちでデータ化
ＡＩ－ＯＣＲの活用（様式の統一）

 どの業務、どの工程にRPAを適用するかの判断の難しさ

⇒業務の知識に加え、RPA機能に関する知識が必要

４ ＲＰＡ導入にあたっての課題
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 ２業務程度の自動化シナリオ作成に取組む

⇒各課より適用可能な業務を募集し、２業務程度に絞り込み

 職員対象のRPA操作研修会の実施

 シナリオ作成の支援

 RPA取組状況の庁内周知

５ 令和３年度の予定
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６ 今後のＲＰＡの活用について
★ＲＰＡを活用し、効率的に業務の省力化を推進するために
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 導入期
効果が上がりやすい「現行業務処理時間」が大きい業務を選定
し、シナリオ作成経験者を増やす

 展開初期
難易度の高いシナリオ作成にも取組み、対象業務を拡大

 拡大期
多くの職員が、庁内の多種多様な業務にＲＰＡを適用
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